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平成１６
年度 平成１７年度 平成１９年度平成１８年度

高速増殖原型炉もんじゅ 改造工事の状況について

1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

工 事 確 認 試 験

設 備 点 検 （適宜実施）

照明器具の撤去、仮設電源の設置、
床、壁の穴あけ工事、扉・ハッチ改造など

２次冷却系温度計の交換・撤去工事、
ナトリウム漏えいに対する改善工事、
蒸発器ブローダウン性能の改善工事

性能試験

準 備 工 事

臨界

改造工事進捗率（１１月末現在）

約86％

平成２０年度

4～6 7～9

本 体 工 事

１次主冷却系循環ポンプ運転試験、
制御棒駆動装置運転試験、
燃料健全性確認 など

改造工事を行った系
統や設備の機能・性
能の確認

セルモニタ機能試験、2次冷却系ドレン機能試験、

窒素ガス注入設備機能試験、
蒸発器ブロー動作確認試験 など プラント確認試験

系統レベル
での機能・性
能の確認

資料№４－４
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＜中央制御室＞

継電器盤

＜２次主冷却系配管室など＞

セルモニタ監視盤

熱感知器

煙感知器

中央制御盤

換気空調設備自動停止信号

総合漏えい
監視盤

換気空調設備

窒素ガス注入設備（新設）

窒素ガス貯蔵タンク

約3200Nm3/基

× 3基

映像

総合漏えい監視システム
と組み合わせた、映像表
示機能を確認。

総合漏えい監視システム機能試験

模擬信号入力により、
空調設備自動停止機
能を確認。

セルモニタ機能試験

窒素注入を行い、所定の
時間内に所定の量を注入
できることを確認。

窒素ガス注入設備機能試験

模擬信号入力により、漏
えい情報監視機能を確認。

総合漏えい監視システム機能試験

Na漏えい発生時の対応と工事確認試験についてNa漏えい発生時の対応と工事確認試験について

窒素ガス貯蔵タンク製造の
遅れにより、工事完了時期
が、１月末から５月末に延
期となった。

セルモニタ

監視カメラ
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ﾄﾞﾚﾝﾗｲﾝ
の増設

◎配管の大口径化とドレンライン(配管）
の増設、ドレン操作の簡単化により、
所要時間の短縮を図る。

※従来約50分→約20分(25分以下)

◎弁を多重化して確実にドレンできる
　ようにする。

配管大口径化

配管大口径化

過熱器
蒸発器

循環ポンプ

オーバフロー母管

ドレン母管

オーバフロータンク ダンプタンク

中間熱交換器

弁の多重化

弁の電動化
（他のドレン弁も同様）

緊急ドレン一括スイッ
チにより、緊急ドレン
操作を行い、正常な
弁の動作により所定
の時間(25分以下）で、
ナトリウムドレンが行
えることを確認する。

ドレン系統の改造
に伴い、ナトリウム
ドレン操作手順を
確認する。

電動化弁について、
遠隔操作を行い、作
動状態を確認する。

配管大口径化

2次主冷却系関連試験のうち、2次冷却系ドレン機能試験2次主冷却系関連試験のうち、2次冷却系ドレン機能試験
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主要試験工程主要試験工程

1月～3月 4月～6月 7月～9月
H19年度H18年度

12月

工　　　　事　　　　確　　　　認　　　　試　　　　験 プ  ラ  ン  ト
確  認  試  験

総合漏えい監視システム機能試験

炉外燃料貯蔵設備関連試験

窒素ガス貯蔵タンク据付工事（屋外）

全
　
体

工

程

主

要

試

験

項

目

セルモニタ機能試験

メンテナンス冷却系関連試験

インターロック確認試験

設備点検（適宜実施）

改　造　工　事 （本　体　工　事）

２次冷却系ナトリウム充填

２次冷却系関連試験

１次冷却系関連試験

蒸発器ブロー動作確認試験

窒素ガス注入設備機能試験

改良型温度計の確認


